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南
海
ド
ラ
フ
地
震
発
生
時
を
想
定

高
知
、
徳
島
な
ど
ヘ
チ
ー
ム
派

　
諏
訪
中
央
病
院
（
茅
野
市
）
と
、
国
内
外
で
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
む
認
定
Ｎ
Ｒ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
、
本
部
岡

山
市
）
は
1
4
日
、
災
害
時
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。

中
国
・
四
国
地
方
で
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
発
生
時
、
同
病
院
は
現
地
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
指
揮
下
で
支
援
活
動
犯
取
り
組
む
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
定
を
締

結
し
た
県
内
医
療
機
関
は
初
め
て
と
い
う
。
　
　
（
唐
沢
宏
）

　
大
規
模
被
災
地
で
活
動
す
る
個

人
・
団
体
を
応
援
す
る
公
益
財
団
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法
人
「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基

金
」
（
さ
だ
ま
さ
し
代
表
）
で
評
議

『
Ｕ
ｋ

゛y4≒.

員
を
務
め
る
諏

訪
中
央
病
院
の

鎌
田
責
名
誉
院

長
が
、
昨
年
７

月
の
西
日
本
豪

雨
で
被
災
し
た

岡
山
県
総
社
市

を
訪
問
し
た
の

が
き
っ
か
け
。
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地
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協定書を手にする菅波

理事長（中央右）と吉

潭院長（同左）､鎌田名

誉院長⑤

'●

震
に
備
え
、
広
域
的
な
相
互
協
力

体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
関
係
者
か
ら
協
定
の
締
結

を
持
ち
掛
け
ら
れ
、
院
内
で
検
討

を
進
め
て
い
た
。

　
協
定
書
に
よ
る
と
、
諏
訪
中
央

病
院
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
連
絡
に
基
づ

き
、
徳
島
県
や
高
知
県
な
ど
の
被

災
均
で
医
療
支
援
活
動
に
当
た

る
。
派
遣
す
る
医
療
チ
ー
ム
は
医

師
、
看
護
師
、
‘
調
整
員
の
３
人
一

組
で
、
経
費
は
原
則
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
側

が
負
担
す
る
。
茅
野
市
が
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
場
合
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

駆
け
付
け
る
。
ヽ

　
同
病
院
で
行
っ
た
調
印
式
で
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
被
茂
理
事
長
は

　
「
諏
訪
中
央
病
院
が
被
災
地
へ
来

て
く
れ
る
こ
と
は
心
強
い
。
全
国

の
医
療
機
関
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

な
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
古
潭
徹
院

長
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
力
し
て
病

院
を
挙
げ
て
全
力
で
支
援
す
る
」

と
述
べ
た
。
鎌
田
名
誉
院
長
は
「
協

定
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
の
医
療
機

関
に
行
く
の
か
が
明
確
に
な
り
、

泊
ま
る
場
所
や
食
べ
物
へ
の
心
配

が
全
く
な
く
な
っ
た
」
と
、
協
定

締
結
の
意
義
を
指
摘
し
た
。
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